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発表演題名 水抽出-固相精製法を用いた農作物中ネオニコチノイド系農薬の一斉分析

法の検討 

学会名 第 39回農薬残留分析研究会 

発表者名 平井知里（保健衛生部） 

開催場所 イーグレひめじ（兵庫県姫路市） 

開催日時 平成 28 年 10月 13日（木）～14日（金） 

発表内容 ほうれんそう等の農作物を対象に、LC/MS/MS を用いてネオニコチノイ

ド系農薬および代謝物 11化合物の一斉分析法の検討を行った。 

既報を参考に、抽出溶媒に水を用いポリマー系固相カートリッジ等で精

製する「水抽出-固相精製法」を開発し、精製条件の検討および農作物 6

品目における添加回収試験を行った。試験にはネオニコチノイド系農薬の

安定同位体標識化合物 4 種類をサロゲートとして用い、内部標準法で定量

した。 

トマト、ほうれんそう、キャベツ、ばれいしょ、日本なしおよびオレン

ジの 6種類を試料として、添加濃度 0.1ppm、6併行で添加回収試験を行

った結果、ジノテフランを除く 10化合物については、供試したすべて

の農作物において回収率 78.6-118.3%と良好な結果が得られた。 

今回検討した一斉分析法はロータリーエバポレーター等による濃縮

操作を必要としない簡便迅速な方法であり、幅広い農作物に適用可能

なスクリーニング検査法として有用である。 

 


